
石川県立金沢向陽高等学校

１年次

全系
共通

情報
表現

ﾗｲﾌﾃﾞ
ｻﾞｲﾝ

国際
理解

自然
科学

情報
表現

ﾗｲﾌﾃﾞ
ｻﾞｲﾝ

国際
理解

自然科学

国語総合 ４ ４ ４

国語表現 ３ ２ ２ 両方 ２ ２ 両方 ０・４

現代文Ｂ ４ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ６

古典Ａ ２ ２ ２ ０・２

古典Ｂ ４ ２ ２ 両方 ２ ２ 両方 ０・４ 10～23

○ 国語ＵＰ １～４ (１) (１) (１) ０～３

世界史Ｂ ４ ４ ４ ４ ４ ４

日本史Ａ ２ ◎２ ◎２ ◎２ ◎２ ０・２

共 日本史Ｂ ４ ２ 両方 ２ 両方 ０・４

地理Ａ ２ ◎２ ◎２ ◎２ ◎２ ０・２

地理Ｂ ４ ２ 両方 ２ 両方 ０・４

通 ○ 世界史探究 ２～４ ２ ０・２

○ 日本史探究 ２～４ ２ ０・２

○ 地理探究 ２～４ ２ ０・２

教 ○ 世界史ＵＰ １～４ (１) (１) ０～２ ６～22

現代社会 ２ ２ ２

倫理 ２ ☆２ ☆２ ☆２ ☆２ ０・２

科 政治・経済 ２ ☆２ ☆２ ☆２ ☆２ ０・２

○ 公民探究 ２ ２ ０・２

○ 教養社会 ２～４ ２ ０・２ ４～９

に ○ 公民ＵＰ １～４ (１) ０・１

数学Ⅰ ３ ３ ３

数学Ⅱ ４ ｲ４ ４ ４ ０・４

関 数学Ⅲ ５ ｲ５ ０・５

数学Ａ ２ ２ ２

数学Ｂ ２ ２ ｲ２ ２ ０・２

す ○ 教養数学 ２ ２ ２ ｱ２ ０・２

○ 実践数学 ２ ２ ２ ｱ２ ０・２

○ 数学演習 ２ ｱ３ ０・３ ９～19

る ○ 数学ＵＰ １～４ (１) (１) (１) ０～３

科学と人間生活 ２ ２ ２ ０・２

物理基礎 ２ ２ ２ ０・２

教 物理 ４ ｲ物化２ ｱ  ５ ｲ物化４ 0･5･6

化学基礎 ２ ２ ２ ２ ０・２

化学 ４ ｲ２    ５　　 ｲ３ ０・５

科 生物基礎 ２ ２ ２

生物 ４ ｲ生化２    ５ ｲ生化４ 0･5･6

○ 物理探究 ２～４ ２ 国・自 ０・２

科 ○ 化学探究 ２～４ ２ 国・自 ０・２

○ 生物探究 ２～４ ２ 国・自 ０・２

○ 物理ＵＰ １～４ (１) ０・１

目 ○ 化学ＵＰ １～４ (１) ０・１ ４～18

○ 生物ＵＰ １～４ (１) ０・１

保健 体育 ７～８ ３ ２ ２ ２ ２ ３ ３ ３ ３ ８

体育 保健 ２ １ １ １ １ １ ２ １０

音楽Ⅰ ２ ▲２ ０・２

音楽Ⅱ ２  ｲ   ２ ２ ０・２

美術Ⅰ ２ ▲２ ０・２

美術Ⅱ ２ 　２ ２ ０・２

書道Ⅰ ２ ▲２ ０・２

書道Ⅱ ２ 　２ ２ ０・２

○ デザイン ２～14 ２ 片方 ２ 片方 ０・２

○ 石川の工芸 ２～６ ｲ２ ２ ０・２ ２～10

○ 実用書道 ２ ２ ２ ２ ０・２

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ ３ ５ ５

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ ４ ｲ４ ４ ２ 両方 ２ 両方 ０・４

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ ４ ｲ４ ４ ０・４

英語表現Ⅰ ２ ｱ２ ２ 片方 ２ 片方 ０・２

英語会話 ２ ｲ２ ０・２

○ 教養英語Ⅰ ２ ２ ２ ｱ２ ２ ０・２

○ 教養英語Ⅱ ２ ２ ｱ２ ２ ０・２

○ 英語探究Ⅰ ２ ２ ０・２

○ 英語探究Ⅱ ２ ２ ０・２

○ 中国語 ２～６ ２ ０・２

○ 韓国語 ２～４ ２ ０・２ ７～26

○ 英語ＵＰ １～４ (１) (１) (１) ０～３

家庭 家庭基礎 ２ ２ ２ ２

社会と情報 ２ ▽２ ０・２

情報の科学 ２ ▽２ ０・２ ２

計 28～32 16～24 16～26 22～32 24～32 16～28 14～28 20～32 24～32

外
国
語

英語探究Ⅰは２年次でｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝ英語Ⅱを履修している
生徒が履修出来る
英語探究Ⅱはｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語
Ⅲを履修している生徒が履
修出来る

情報

共通科目単位数

Ⅱの科目はそれぞれⅠを
履修した科目についての
み履修できる

体育、保健は分割履修

芸
術

公
民

現代社会を必履修科目と
する

倫理、政治・経済はどち
らかを選択履修する

理
科

　情報表現・ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ系は
科学と人間生活及び生物基
礎の２科目履修する
　国際理解・自然科学系は
物理基礎・化学基礎・生物
基礎の３科目をを履修す
る。
　自然科学系の化学基礎、
物理基礎は前期に集中授業
を行い、後期に化学、物理
の２単位分を集中して授業
を行う。

平成３０年度以降入学生に適用する教育課程表

教
科

科　　目
標　準
単位数

２年次 ３年次

合計
教科
合計

履修条件・
その他自由

選択
自由
選択

国
語

現代文Ｂは２，３年次で
合計６単位全員履修する
（分割履修）

数
学

地
理
歴
史

世界史Ｂを含み２科目履
修する（日Ａまたは地理
Ａ）



石川県立金沢向陽高等学校

１年次

全系
共通

情報
表現

ﾗｲﾌﾃﾞ
ｻﾞｲﾝ

国際
理解

自然
科学

情報
表現

ﾗｲﾌﾃﾞ
ｻﾞｲﾝ

国際
理解

自然科学

専 ビジネス基礎 ２～４ ２ ２ ｱ２ ２ ０・２

簿記 ２～６ ４ ４ 両方 ２ ２ 両方 ０・６

門 情報処理 ２～６ ２ ２ ２ 片方 ２ ２ ２ 片方 0･2･4

○ 簿記演習 ２ ２ ０・２ ０～14

教 子どもの発達と保育 ２～４ ２ 片方 ２ 片方 ０・２

ﾌｧｯｼｮﾝ造形基礎 ２～６ ｱ２ ｱ２ ０・４ ０～６

科 ○ フードアレンジ ２～４ ２ 片方 ｱ２ ２ 片方 ０・２

看護 基礎看護 ２～１１ ２ ０・２ ０～２

に 情報 ○ 情報活用 ２～４ ２ 片方 ２ 片方 ０・２ ０～２

関 社会福祉基礎 ２～６ ２ ０・２

す 介護福祉基礎 ２～６ ２ ０・２

る ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技術 ２～４ ２ ０・２ ０～８

教 介護総合演習 ２～６ ２ ０・２

スポーツ概論 ２～６ ２ ０・２

科 ○ トレーニング論 ２～４ ２ ０・２

・ ○ 専門体育 ４～12 ４ 両方 ４ 両方 ０・８ ０～12

科 ○ ニュースポーツ ２～４ ２ ２ 片方 ２ 片方 ０・２

目
音楽 ○ 音楽表現 ２～４ ｲ２ ４ 0･2･4 ０～４

４単位の科目はﾗｲﾌﾃﾞ
ｻﾞｲﾝ系以外履修可

美術 絵画 ２～１２ ４ ０・４ ０～４

計 0 8～12 6～12 0～6 0～4 4～12 4～14 0～8 0～4

必履修 26 9 9 9 11 7 7 9 7

指定科目 2 15 ｱ､ｲ15 ｱ､ｲ15 ｱ13､ｲ17 13 ｱ､ｲ13 ｱ11､ｲ15 ｱ17､ｲ21

自由選択 0 4 ｱ､ｲ 4 ｱ､ｲ 4 ｱ 4､ｲ 0 8 ｱ､ｲ 8 ｱ 8､ｲ 4 ｱ 4､ｲ 0

選択７限 0～4 0～4 0～4 0～4 0～4 0～4 0～4 0～4 0～4

小計 28～32 28～32 28～32 28～32 28～32 28～32 28～32 28～32 28～32

1
1 1 1 1

1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1

合計 30～34 30～34 30～34 30～34 30～34 30～34 30～34 30～34 30～34

指定科目における学校設定科目の履修単位数 2 情報表現 ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ 国際理解 自然科学 3 情報表現 ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ 国際理解 自然科学

年次 ４ ｱ6､ｲ6 ｱ4､ｲ0 ｱ0､ｲ0 年次 ６ ｱ6､ｲ8 ｱ4､ｲ0 ｱ3､ｲ0

計 １０ ｱ12､ｲ14 ｱ8､ｲ0 ｱ3､ｲ0

必履修科目について 太字の科目は必履修科目であり、全員履修する。但し以下の科目は選択必履修である。また、体育と保健及び総合的な学習の時間は分割履修である。

　〔１年次の（音楽Ⅰ・美術Ⅰ・書道Ⅰ）及び（社会と情報・情報の科学）。３年次の（日本史Ａ・地理Ａ）〕

理科の必履修科目は、情報表現・ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ系は生物基礎及び科学と人間生活、国際理解・自然科学系は基礎３科目である。

指定科目について １年次の数学Ａ、２年次の現代文Ｂ、３年次の現代文Ｂは全員履修する。

２、３年次生は系を選択し、その系にある科目を必ず履修する。

　（ア、イ、イ物化、イ生化の付してある科目はそれぞれその系内の選択なので、同じカタカナと番号を付してある科目を選択すること）

各教科ＵＰ科目について （１）と付されたＵＰ科目は、７限目に設定される科目で、希望者が自由に選択出来る科目である。

自由選択科目について 上記以外の科目は自由選択科目から選択して履修する（選択群があるので、その中から選択する）。

系指定科目として履修した科目は、自由選択科目で履修出来ない。

科目名に○の付いた科目は学校設定科目のため、指定科目と合わせて２０単位以下であること。

科目説明 〔片方〕：２，３年次のどちらにも開講されるが、どちらかしか履修出来ない。

〔両方〕：２，３年次の両方に開講され、どちらも履修しなければならない（分割履修）

理科の自由選択科目：〔国・自〕は国際理解・自然科学系の生徒が履修出来る。

必履修科目以外の履修について、特に必要がある場合に限り系指定科目に依らず履修出来るものとする

平成２８年度以降入学生に適用する教育課程表

教科
合計

履修条件・
その他自由

選択
自由
選択

商
業

教
科

科　　目
標　準
単位数

２年次 ３年次

合計

ホームルーム活動

福
祉

体
育

専門科目単位数

単位数

総合的な学習の時間 ３～６ ３ ３

家
庭


